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平成２８年３月１６日
　九州防衛局企画部長 　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県総務部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川市副市長
佐賀空港へのオスプレイ等の配備計画について（照会）
　昨年１１月、貴局から、佐賀空港へのオスプレイ等の配備計画に関する資料を受領したところですが、別紙の事項について、明らかにしてくださるようお願いします。
佐賀空港へのオスプレイ等の配備計画に関する照会事項
１．米海兵隊の利用について
問１　平成２７年１０月２９日の中谷防衛大臣と山口佐賀県知事との会談におい
て、防衛省から、「米国海兵隊の利用に関して、今回は取り下げるものの、今
後、沖縄の負担軽減のため、全国の他の空港との横並びの中で佐賀空港の利用
も考慮していきたい。」との申し入れがなされております。
今後、沖縄の負担軽減に向け、都道府県等に対し、米国海兵隊の空港利用受入れに関する意向調査等を実施される予定がありますか。予定があれば、その実施時期についてお示しください。
　　
２．配備計画について
問２　大臣説明の関連資料（Ｐ５）では、オスプレイ１７機と目達原駐屯地からのヘリコプター約５０機の移駐を計画されておりますが、目達原駐屯地以外からの移駐も含め、今後、この規模を拡大することを想定されておりますか。
３．空港利用の態様について
問３　大臣説明の関連資料（Ｐ９）では、自衛隊機の空港利用は平日の午前８時か
ら午後５時の間で、年間２９０日程度、約７０機の自衛隊機すべてを運用した
場合で年１７，０００回、１日あたり６０回程度の離発着が見込まれていますが、そのうち福岡県内（柳川市）上空を飛行する回数はどの程度と想定されているのかお示しください。
　　　　　　
４．訓練及び飛行ルート等について
　　問４　大臣説明の関連資料（Ｐ13）に記載の基本操縦訓練が行われる周辺の空域については、福岡県内を想定されていますか。想定されていれば、具体的な場所をお示しください。
また、離発着訓練や基本操縦訓練等の内、昼間・夜間を問わず、福岡県内（柳川市）上空を飛行する可能性がある訓練はどの訓練でしょうかお示しください。
　　　　 　 その場合、福岡県内（柳川市）上空を飛行する回数及び時間帯はどの程度と想定されているかお示しください。
問５　自衛隊機による低空飛行訓練ルートや空域では最低高度制限がないと聞いています。現在、福岡県内にそのようなルートや空域はありますか。
また、今後、新たに設定される予定はありますか。
問６　場周経路から各演習場へ飛行する場合、その演習場及びその飛行ルートはどのように想定されていますか。ヘリコプター、オスプレイ別々にお示しください。　
　　　気象条件等により飛行ルートが想定できない場合は、これまでの気象データ等を参考としたうえで、代表的な気象条件等（晴天、雨天、風向き等）をいくつか設定し、飛行ルートをお示しください。
現段階でこれらの飛行ルートが不明な場合は、現在、目達原駐屯地から飛行している各演習場及びその飛行ルートをお示しください。
　　問７　佐賀県への回答書（平成２８年２月１６日付）Ｐ２９において、「有視界飛行方式による佐賀空港への帰投に際しては、国土交通省が定める空港周辺の位置通報点を経由することとなる。」と回答されています。この佐賀空港周辺の位置通報点をお示しください。
　　　　　また、佐賀空港から演習場等へ飛行する場合も同じ位置通報点を通過することとなりますか。
問８　有視界飛行の場合、柳川市内での高度は、着陸飛行及び離陸飛行時どの程度と想定されていますか、最低値及び最高値でお示しください。
問９　自動着陸誘導装置（ＩＬＳ）による計器飛行で着陸する場合において、柳川市上空を通過する回数はどの程度と想定されているかお示しください。
また、この場合、柳川市大浜町付近の飛行高度はどの程度と想定されているかお示しください。
５．生活環境への影響について
問10　昨年４月２４日～２５日に実施されたデモフライトにおける騒音測定の結
果、柳川市内での最大値は７７ｄＢでした。しかし、大臣説明の関連資料（Ｐ
23）では、「現に空港を利用している民航機に加え、自衛隊機が６０回離着
陸した場合であっても、環境省が定める環境基準の５７db（デシベル）を超え
る範囲に住宅地はありません。」とあります。この根拠及び柳川市内への影響
についてどのように考えておられるのかお示しください。
　　問11　騒音による影響の予測について、結果の妥当性を確認するために、次の事項をお示しください。
(1)　予測の根拠とした「予測モデル」等（大臣説明の関連資料P23、P24）
(2)　佐賀空港周辺における騒音影響予測の「（４）航空機騒音レベルの補正」について、補正式の考え方や補正対象となるファクター等（佐賀県の再質問への回答書別添１P3）
(3)　騒音予測コンター図について、福岡県内までの等音線（大臣説明の関連資料P23）
(4)　福岡県上空を飛行する際に発生する騒音について、地上での最大値に係る予測結果
(5)　問６のルートを自衛隊機が飛行した場合について、福岡県内で最も影響を受けると想定される地点における地上での時間帯補正等価騒音レベル（Lden）に係る予測結果
　　問12  デモフライトの騒音測定結果に関し、次の事項についてお示しください。
　　　(1)　測定条件（使用機器、測定環境等）
　　　(2)　測定結果と予測結果の比較・評価に基づく、予測結果の妥当性についての考察（大臣説明の関連資料P25）
問13　大臣説明の関連資料（Ｐ24）の騒音の影響については、佐賀県内４箇所を
表記されていますが、柳川市内でも航空機騒音測定箇所が１箇所あります。柳
川市内の当該箇所においても自衛隊機６０回と民航機１６回を合わせた騒音
予測を示していただくことは可能でしょうか。
問14　環境影響調査は実施される予定でしょうか。
実施される予定である場合は、その実施時期及び調査項目についてお示しく
ださい。
６．農業・漁業への影響について
問15　農業・漁業者から、ヘリコプター等の騒音や風圧による畜産などの農業や、　ノリ養殖などの漁業への影響を不安視する声が上がっています。
このため、オスプレイやヘリコプターの飛行に伴う騒音、振動、風圧により、農業や、漁業（ノリ養殖施設、漁船の航行、海中の魚類・甲殻類）がどのような影響を受けるのか、科学的、具体的な数値でお示しください。
　　問16　基地、機体から漁場に油が流入するなどした場合の対応体制について説明してください。　
７．その他
·  柳川市は、農業・漁業団体や一般市民から、説明会開催の要望を受けております。検討をお願いします。
○ 農業・漁業者には「農業又は漁業に万が一影響が出た場合には、明確に補償がなされる旨を説明すべきである。」との声があります。検討をお願いします。
